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Rayonの樹脂加工法に関する研究(第13報〉
高度改質的樹脂加工に於ける先樹脂後染色並びに改質法について (1) 
勢
採用の可能性とそれの検討
斉藤楢夫・増永 者合、・藤木賢
On the Treatment of Rayons with Synthetic Resins by Means 
of an Improved Method. ( XlI ) 
The Special Core-Resin Treatment Prior to the Dyeing 
with Some Functional Finish Which May be Followed by 
Mechanical One. (1) 
一 ThePreliminaries --
Narao SAITO. Minoru MASUNAGA. Kenji FU JIKI 
The merit and demerit of the reverse order of applying resin-treatments on rayon previous 
to the dyeing are discussed. Various resins and dyestuffs including some reactive ones are tested 
for the present purpose in view. 
It is made clear that some dyeing brought about is made up for the substituted or 10st 
resins in some way or other; Procion cold type being most promissing， especially when a rather 
more harmful outer resin can be peeled of and the core resin being left in situ. Some unpublished 
data also confirms the view. 
緒
?
最近繊維界の顕著な趨勢の一つは，新種合成系の探求以外に各種の繊維でそれぞれ第 1次的な改
質に関する研究が漸く盛んに行われる様になって来，種々興味ある成果が発表せられている事であ
る。この種第1次的改質は第2次的以下の加工に比し遥かに大きく性能を改変し得る事は多くの場
合事実である。併し乍らさりとて第2次的以下の加工の重要性は少しも減じている訳ではない。特
に高度に復雑な性能を期待するためには第l次的加工のみならず，第2次的以後の高度の改質加工
が是非必要であるo 而も最近の如く新技術の開発が特に強く望まれている一般的情勢の下に於いて
は原料から最終製品に至る各種の加工々程に於いておおよそ合理化し得る何等かの可能性あるもの
は等しく興味ある研究対象でなければならない。
著者の一人は従来から主として繊維素系繊維の第2次的以後の加工を含む所謂「構造改質」に従
事して来たのであるが，最近の発展として機能的加工をより効果的或はより能率的に行な5目的の
ために加工と染色とに関して一つの新方策を検討して来た白即ち著者の従来の高度改質理論1) と，
反応性樹脂及/:或は反応性染料の一般的発展と，その後のー，二の中間工程と最後的な機械的後処
理法の成功2】等とによって新規の工業的効果が発生しょ 5としているものであるが，本報では先ず
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先樹脂一後染色法の検討についてのこ，三の実験について述べる。
新規工業的効果の可能性について
従来レイヲシの樹脂加工は一般に染色の後で行われて来た白普通の方法及び新規の各種の加工j順
序の例は第 1表に示した通りである。
第1表 繊維製品化工程例
a. tow 円 (tow状染色)日ltow状 Pre剖to明樹脂加工l→ converter紡績混紡日製織・・著者の29度方式
白 色 t色十樹脂色+樹脂)(色+樹脂)
b.スフ→紡績日糸→製織布日(布状染色(精轄を含む))→ l布状樹脂加工 l…・……ぃ従来最も普通
自 白 白 色 (色十樹脂)
C. スフ締→(かせ締状染色)→製織→布→l布状樹脂加工 I..・H・-…..0・H・-・…ギンガム式布の樹脂加工
白 色 色 (色+樹脂)
d. (かせ赫状染色〉→ Lかせ状樹脂加工l→製織....・H ・..・ H ・..…或極の pile織物…著者の28年度方式
色 t色十樹脂色十樹脂)
e. スフ→(スフ状染色〉日紡績→製織→|布状樹脂加工 l→ 
I~i 色 色 色 札色+樹脂)
f. (スフ状染色)ザ紡績←|かせ締状樹脂加工!日製織→…......・H ・..・ H ・...…...・H ・....著者28年度方式
〔色色十樹脂)(色十樹脂)
g. (スフ状染色)→ lスフ状樹脂加工 l→紡績日製織→……....・H ・-…..・H ・-一或種のスフ毛布の羽合
(色十樹脂白十樹脂) (色 I~ ;樹脂)
g'，スフ(綿状)ー紡績→製織日 l布状樹脂加工 1-(布状染色)
白 1.':1 白
h‘ tow ..-+ I!ow状樹脂加工 I~ tow表雨層の脱樹脂→ (tow状染色)日紡 結→製織
司 L白十樹J旨 (Peeling) 樹脂十色樹脂十色樹脂十色)
i. tow....1 tow状樹指加工I-converter紡績日 Peeling→(締状染色)一製織日
白 (白十尉脂白斗樹脂樹脂寸一色樹脂十色)
j. tow →l tow状樹脂加工1→ converter紡績日製織日 Peeling→(布状染色〕→機械的改質
〔臼十樹脂)
k.その他 h.i. j.の染色と同時に反応樹脂による加工を行い門機峨的改質加工
表中の a""""gまでが従来行われている先染で後樹脂加工の方法の例であるが aは比較的新しい
方法であるo h以下がすべて樹脂が染色に先行している例であって hに於いては芯部樹脂と共に
特に外部樹脂加工の効果をも狙いとして染色後或はそれと同時に樹脂加工を行うものであって，最
も先端的なものはその何れもを反応型のもので行わんとするものであるo
g'は通常の万法bに於ける染色と樹脂加工との順序を単に逆にしただけのものであって，従来は
最も実現しにくいものであった。明かに染むらが出来る心配がある筈であるo とい5のは従来の樹
脂加工は最もコシトロールしにくく，加工むらを試験する一つの方法にも用いられていた位であっ
たからであるo又樹脂加工後はより良く疎7j('t生になるので普通の架色性が悪くなるのは当然であ
る。従ってh以下が検討の対象となるo 従来の普通の常識からは，樹脂自体が染色性を有しない限
り，一般に染色性は良好でないであろう事は明白である。
併し一方に於いて，今染色の難易能率等は別として考えると，概して色は多種多様であり，流行
が一時的であったり，一般人の好みが千差万別である事，又生産は通常は制服等以外は，小lotのも
のが多い事，従ってこの様に個々別々のものの紡績等は好しくはなく，又一定の色白布を見込生産
したりする事は流行品の売残りや売りそこねを生ずるであろうし， stockに対する機動牲がなく大
量生産には甚だ不便であるo 従って染色は最終製品までの工程中出来るだけ最後に近い所で行い得
る事が望ましいとい5事が考えられるo
そこで以上の観点からは従来法では事実甚だ不便であった訳であるo 然るに樹脂加工.も tow状で
行う事によって，一つの飛躍を遂げようとしている口第 l表 aの方法は，染色は先行しているが，
tow状加工なるが故に，その後の混紡に，製織に各種の特徴を出し得る利点があるロ本研究に於い
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ては更に今一歩の飛躍によって tow先樹脂加工を行う事により更に多くの特徴をもたらす事を狙い
とするものであるロ
固よりこの種の染色は着染という点では必ずしも能率的のものとは限らないかも知れない。又そ
の種類も甚だ限られたものであろう o 併し乍ら本研究の特殊性と共に反応性染料の出現によって，
或種の工業的要求と相{突って新規の工業的意義が発生する事が十分可能であるo 又hに於いてはこ
の種後染色によってかりに多少のむら染が出来たとしてもその後の紡績工程に於いてむらをより良
く分散均一化し得る事は明白であるo 又その他極わづかの程度の不均ーさは却って羊毛業者のい5
所の色の深味として受け入れられる所であろ5とも考えられるo 又 i，j，の場合では白加工後の糸
染又は布染となる訳であるが，従ってこの場合も紡績工程によって樹脂加工むらを或程度分散した
後のものについて，更に一定の処理 (Peeling)後に染色を行5ものであるのでピの如き方法によ
るものとは甚だしく異る訳であるo 従って是等の特徴と染料の特性とを組合す事によって新規の効
果が期待出来る訳である。
只この場合最も重要な事はこれ等染色工程の聞に樹脂加工効果が消失しないという条件が充足さ
れるかど5かとい5点である。染色の各種の条件の下で樹脂が全然脱落しないとい5様な事はあり
得ないであろ.50 従って目的に適5ものは相当限られたものとなるかも知れない。併し蕊に今一つ
重要な事は本研究の場合第一に期待する樹脂加工効果は芯部樹脂にある事は明白である口従ってそ
の“Presiton' '3)加工の本質が失われないならば外部又は外層の樹脂は問題でなく寧ろ是等は脱落を
こそ願うものである。蕗にh法以下特にk法が期待せられる所以であるo 更に今一つの問題はかく
の如く芯部樹脂のみを残して他を脱落せしめ，更に之に新に加工(染色と機能的加工その他〕を行
い綜合的に期待する効果を如何にして発生せしめるかが別個の問題となるが，本報では先ず後染色
に関して二，三のデータを取扱う事に止めるo
?
験
試 料 T社7de， brightの捲縮スブ及び二，三の織物を用いた白 aは普通のレイヨン細布 b1
b2はスプ厚子ナーヂ，cは super構造のミクロ結品， ミクロポーアの 3deのスプモスであるo 試
料の量的関係上主としてスブに就いて試験を行った凸
樹脂 SumitexResin 450， Smitex Resin M-3， 
Sumitex Resin 901を，それぞれ住友化学工業KKの処法に従って使用したo
樹脂加工 樹脂液濃度はそれぞれ10，15， 20郊を用い，浸漬に当ってはPre.heat(1200 x 3 min) 
したものとしないものとの試料を作り Cureはそれぞれ 1500x 5 min， 1350 x 5 min， 1200 x 5 min 
行った。その他は前報に準じて各種の方策をとった。
染浴条件
次の種々の染浴条件で染色を行い樹脂脱落の模様が染色中の条件によってどの様に影響をうける
かを調べた。
B-l， 無水で硝 4gjl を用い浴比は以下何れも 1: 50とし時聞は 1時間とす 900Co
B-2， ソーダ灰 0.4 g/l 浸透剤 0.4 g/l 無水吉硝 4 g/l 900C 
B -3 ， (Prcion cold type用)，ソーダ灰 5 g/l 浸透剤 2gjl 無水吉硝 30 g/l 200C 
B -4 • (Procion hot type用)，ソーダ灰 20g/1 浸透剤 2g/1 無水吉硝 50 g/l 850C 
染料
本報では Pr田 ionBlue 3 GS， Procion Brill. Orange GS， Serius Green BB， Anthraquinon Blue 
BNなどを用いた。
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結果及び考察
第 2 表では上記の如き各種の条件で No~Pre~heat で樹脂加工を行った試料をB-l ， B-2， 
B-3， B-4なる染浴条件で処理した際の樹脂量変化を調べたものであってB-3の条件(即ち
Procion cold typeのもの〕では樹脂脱落は少なく，従って加工効果も問題ないと考えられる。(こ
の表でのT.R，S.Rはそれぞれ全樹脂量及びソーピシグ後の樹脂量であるo ) 
i欠に第 3 表は上と同様のものでPre~heat して樹脂加工したもののデータである。やはり B-3 で
は問題はなく，又量的に見ただけでは Pre-heat と No~Pre-heat のものとでは大差はないが，質的に
与えれば(ここには未発表のデータからは)明かに異るものであるo
次に第 4 表は種々の条件で No-Pre~heat で樹脂加工を行ったものに対す Procion Blue 3 GSの染
第 2表 種々の条件でむ加工試料;L.対する各種後染j去の樹脂量えの彰響 (noPreheat) 
実験
全樹 脂 1 白ンソ(樹5ーグ6脂後ピ 引弘正R1?234弘lzdR1加工条件記号 (%) (%) 
A-1 150 oC 5 min 6.8 5.5 81. 0 4.1 3.9 16.0 12.4 樹脂液濃度10% 74.5 
A-2 9. 7 7.9 81. 2 6.4 
588-7342116605244325123.-t6533  || | 11
1/ 15% 81. 0 
777713-.54118 1凹10..03 
A-3 12.8 10.8 84.4 8.5 
11 205百 78.8 
B -(1) 
135 oC 5 min 
7.2 5.4 75.0 13.7 /1 10% 68.6 62.9 I 102.0 
B -(2.) 10.6 7.4 69.8 5. 7 4.9 18.0 
/1 15箔 77.0 66.3 I 108.0 
B -(3) 13.0 10.3 79.3 6. 7 
1/ 20% 65.2 67.9 ， 100. 0 I 31. 1 
C-1 120 oC 5 min 7.2 4.4 61. 1 2. 7 2. 7 4.6 /1 10% 61. 4 61. 5 104.5 29.5 
C-2 10.3 6.1 59.2 3.9 3.8 6.5 1.7 
11 15箔 64.0 62.3 106.5 27.9 
C-3 
1/ 20% 13.0 7.5 57.0 70. 7 I 65.4 I 114. 5 I 24. 2 
B-1 無水で硝 4gjl B-2ソーダ灰0.4gjl B-3ソーダ氏 5gjl B-4ソーダ灰20gjl(枇1:50)900C 混透剤 M 無水吉硝30gjl 無水苦硝印g/l
時間 1時間 水f硝 4gjl(900C) 浸透剤 2gjl(200C) 浸透剤 2gll(850C)
第3表程々の条件での加工試料に対する各種後染法の樹脂量えの影響 (Preheat)
実験
加工条件
記号
全樹脂lZ120ぷ1SMDlE1 1拐 lu) |窃
|樹脂/. ・n.I B-1/ I B-2/ I B-3/ I B-4/ 
(箔) (%)箔 /S.Ri /S.R I /S.R I /S.R 
A-I 樹15脂0液oC濃5度m10in96 
A-II 
1/ 15% 
A-J[ κr 20% 
13 50C 5 min B-I 
庁 1096
B-II 
11 15% 
B-J[ 
11 20沼
120 oC 5min C-I 10% 
C-II 
11 15箔
C-J[ 
11 20箔
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第4表種々の条件での加工試料に対する ProcionBlue 3GSの染色性 (noPreheat) 
実験|熱処理|富HEl全樹脂14ずか率円引で時戸
記号 温度・時間 (箔(%) (%) (%) 
AD-111VC6山|10 8.8 14.4 0.36 6.0 108.1 
AD-2 I 1500C 5 min 15 8. 7 7.8 8.3 0.22 8. 7 108.3 ?
???
? ?
?? ?
?
?
???
?
?
?? ? ? ?
?
?
??
?
?
???
? ?
?
? ? ? ?
第5表稿々の条件での加工試料iζ対する ProcionBlue 3 GS 0)染色性 (Pre.heat)
実験l熱 処 班 lHl全吋iJai-lp上高|詰吋F3
記号温度時 IU 附 (箔) I (男) I (箔) I (箔) 伽 号)
AD-I 1500C 5min 10 6.4 5.3 15.1 0.35 5.6 105.8 
AD-I 1500C 5 min 15 9.5 7.9 8.8 O. 22 8.4 105.0 
AD-nr 1500C 5 min 20 12.5 10.5 5.3 O. 13 10.8 102. 7 
BD-1 1350C 5min 10 7.0 4.6 17.6 0.46 5. 1 111.3 
BD-I 1350C 5min 15 10. 1 7.3 11.3 0.29 7.5 102.4 
BD-nr 1350C 5 min 20 12.8 9.2 7. 7 0.21 10.0 108.1 
CD-1 1200C 5min 10 6.9 4.3 19.0 0.53 4.3 101. 4 
CD-I 1200C 5min 15 10.0 5. 7 14.7 0.38 6.1 107.0 
CD-nr 1200C 5 min 20 12. 7 7.2 11.5 0.33 7.9 108.7 
D -0 I未 処 43.8 1.01 一
色性とでもいうべきデータである D 又第5表は同様Pre-heat樹脂加工のものである口これ等両者の
場合l民尽率も尚少く従って余り濃厚染色は得られていない。樹脂液濃度が低い程又 Cure温度が低
い程|庇尽率は高く，実際のサシブ。ノレ(別図写真〉から明らかであるが，この事は 10，15，20郊では樹
脂液濃度の高いもの程表面にもかたくつく樹脂が比較的多いであろ5し Cure温度の高い程やはり
樹脂はとけにくいためであろう白従ってより多く樹脂の脱落したものほどより濃色に染色されたと
い5事になるo事実吸尽率の高いもの程，染色後の樹脂量はより少くなっているo
この関係を示すと第2図の知くであるo この事はここに得られたものよりも濃色染が不可能だと
いう事を意味するものではなく，初に言及した著者の計画に対して最も興味ある示唆を提するもの
であるo
次に種々の樹脂を用いた際 Soaping後の樹脂量が種々異る或は近似のものについて染着量と染浴
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第 2 図
1.0 
染
着
亘
???
Procion Blue 3 GS 
0.4 g/l 1 : 50200C 
1時間
0.5 
。2 4 6 8 10 
染色後の樹脂量(%)
濃度との関係をみると第3図の如くなるo この図か
ら明らかな如く染浴条件で溶出或は脱落し難い樹脂
程染者量が少し染料を増しても殆んど染着量が増
加しないという結果となっているo 尚第3図の曲線
(2)は Sumitex Resin 450で曲線(3)は従来本研究の樹
脂加工に用いて来たものであって後者の方が尿素と
ホノレマ Pンとの比率が前者のそれよりもより大であ
るo 従って後者の方が水洗脱落がより少いものであ
第3図 使用樹脂の種類と樹脂内容如何が
Procion BIue 3GSの染者量に及ぼす影響
2.0 
盟主
老1.5 Proe，on B1uc 3GS 
E 
_ 1.0 
Rシ
} 
0.6 骨
法液，搾円~ ls/L) 
る。侶)が位)よりも染色性が下位にあるのはそのためと考えられる白 (この図の上から第二番目の曲
線は， Peeling後の仮想的なものとして単に説明のために示されたものにすぎない。)
是等の事から明かな如く若し外層部の樹脂のみを脱落せしめ芯部樹脂を残留せしめる事が可能で
あれば当然より濃色となり芯部加工効果は存続せしめる事が可能な害である o この事は当然可能な
筈である o即ち著者等は先に本樹脂加工研究νリーズの第3報心に於いて Pre-heatを行った布の
方が然らざるものよりもより良くアノレカリ臨潤性が小であり，従って脱落に対してより抵抗性であ
る事が理解出来る。即ち芯部樹脂はより抵抗性大であるからたとえ表面は落ちても，従ってより濃
色に染っても芯部加工効果は残る訳であるo先に同一樹脂量のものでも質に於いて異ると述べた事
は即ちこの事である。この事を立証するには少い事例ではあるが，別写真第1図 eはa，bt， b2• C 
なる 4つの試料の染色であるが.CProcion Brill. Orange GS， Sirius Green BB， Anthraquinon Blue 
BN) 3種の染料についても Cの布は甚だ特徴的であるo この試料は T社の‘super'構造のもので
tow状でPre-heat樹脂加工し，紡績と製轍を経た自の布であった。それぞれの染料によく染ってい
る事がわかる白又 b1b2は先に本研究V リーズの第4報5)中での試料でそれぞれD18Fl Da3及び
D19F1 Da3のものであって D18より D19の番号の方が明かに芯部樹脂が大きいが同時に可溶
性樹脂もより大きいデータが出ているものである(原報参照承前〉。
総 括
以上の実験か次の事が明らかとなった。
1. Sumitex Resin 450， 901， M-3等を含む各種の樹脂で種々の浸漬並びに Cure条件で樹脂加
工した繊維素繊維をPr，∞ionBlue 3 GS， Procion Brill. Orange GS， Serius Green BB， Anthraquinon 
Blue BN等を用い種々の染浴にて後染色を試みた結果，染料の染着量は一般に甚だ少し樹脂浴濃
度10，15， 20%で処理したものの内，低いもの程，又Cure温度の低いもの程染着量は多く，染色後
の樹脂量はより少なかった。即ちよりよく染ったものはより多く樹脂が溶出或は脱落していた事を
18 福井大学工学部研究報告第9巻第1・2号
示す。以上の事から，先樹脂後染色に於いては染料と樹脂とが置換られている傾向が明かである白
2. 種々の樹脂で処理したものの ProcionBlue 3GSの染着性について，種々の染被濃度で染着
量が如何に変化するかを品ると，よりよく溶出及び脱落する樹脂ものの方が染液濃度に敏感で，染
液濃度を高めると染着量も増すがエナL/Y尿素系のものでは殆んど一定で甚だしく染着性が悪い。
3. 繊維の製造条件に基く構造によって染着性が甚だしく異るo 又 Pre~heat法のものも特異性を
示すものがあるo
4. 本研究の目的であるPresiton芯部加工に対しては，外部樹脂を積極的に脱落せしめ，芯部樹
脂を残留せしめる事により，染色と加工効果とを両立せしめ得る事が可能な事が推察せられた。
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